
徴抗
生黄
物色
生葡

柔震
雨球

譲理
ノ I、
旦~
~〆

響
ロ
ピ

ン
」
作
用
ニ
及
ポ
ス

（
昭
和
四
年
五
月
二
日
受
付
）

第
二
報

異
名
水
溶
性
抗
原
チ
以
テ
ノ
｛
貫
験

京
都
帝
園
大
皐
韓
民
平
部
外
科
教
室
〈
烏
潟
教
授
指
導
〉

講
師

墜

事

士

主
円

m叩
」庁
1

安

誠

【
内
容
妙
録
】
黄
色
葡
萄
状
球
菌
／
寒
天
斜
面
サ
四
時
間
培
養
ヨ
リ
普
遁
加
熱
「
ワ
ク
チ

y
」
ヲ
製
シ
（
菌
量
ハ
一
施
中
＝
約
0
・
0
0
四
二
施
）
、
強
カ
遠
心
シ
テ
上
澄
液
ト
菌
僅
ト

－
一
分
ッ
。
而
シ
テ
此
ノ
上
澄
液
ノ
一
部
ヨ

p
、
生
穂
波
、
叶
分
煮
油
価
波
、
百
サ
分
煮
鴻
液
ヲ
得
タ
リ
。
叉
同
ジ
タ
腸
窒
挨
斯
菌
ノ
寒
天
斜
面
廿
四
時
間
培
養
ヲ
出
後
材
料
ト
ナ
シ
テ
普
通
加

熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
製
シ
（
菌
量
ρ

一
施
中
ニ
約
0
・
0
0
五
六
施
）
、
之
ヨ
リ
会
ク
前
同
様
＝
シ
テ
、
上
澄
波
、
生
滅
液
、
叶
分
煮
総
液
、
百
二
十
分
煮
鴻
液
ヲ
得
。
一
方
家
兎
ヲ
免
疫

シ
テ
得
タ
ル
抗
黄
色
葡
萄
状
球
菌
ヲ
ト
ロ
ピ
ン
」
7
用
ヰ
テ
、
試
験
管
内
封
黄
色
知
萄
妖
球
菌
喰
燈
作
用
ヲ
検
シ
、
此
ノ
際
抗
原
ト
シ
テ
前
記
腸
窒
挟
斯
菌
ヨ

P
／
各
種
抗
原
液
、
制
割
照
一
一

ρ
0
・五
%
石
炭
酸
加
0
・
八
五
%
食
腹
水
ヲ
加
へ
、
叉
同
様

＝
シ
テ
抗
腸
笠
挟
斯
菌
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
得
テ
、
試
験
管
内
謝
腸
蜜
挟
斯
菌
喰
燈
作
用
ヲ
検
シ
、
此
ノ
際
抗
原
ト
シ
テ
前
詑

ι

黄
色
萄
葡
状
球
菌
ヨ
リ
ノ
各
種
抗
原
液
、
封
照
Z

ハ
0
・五
%
石
炭
酸
加
0
・
八
五
%
食
胸
水
ヲ
加
へ
、
以
テ
此
等
異
名
抗
原
J

有
ス
ル
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
一
一
及
ポ

ス
影
響
ヲ
観
察
セ
リ
。
而
シ
テ
叉
、
此
等
抗
原
用
量
ヲ

0
・二、

0
・
五
、
了

O
施
／
三
段
＝
…
獲
化
サ
セ
テ
、
抗
原
用
量
／
大
小
ト
、
喰
菌
作
用
大
小
ト
ノ
図
果
関
係
ヲ
検
シ
、
次
／
結
論

－
一
逢
セ
リ
。

て
叶
分
煮
抽
出
液
ヲ
以
テ
ノ
試
験
管
内
喰
菌
作
用
促
進
能
カ
ハ
絡
艶
的
ユ
生
滅
液
ヲ
以
テ
ノ
ソ
レ
ヲ
凌
駕
セ

P
。
卸
チ
「
ト
ロ
ピ
シ
L
作
用
ニ
就
テ
モ
亦
ダ
「
イ
ム
・
へ
ヂ
y
」
現
象
ガ
確
詮

セ
ラ
レ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L

作
用
－
一
ハ
菌
種
族
綜
異
性
ノ
無
キ
事
モ
亦
夕
立
詮
セ
ラ
レ
タ
リ
。

二
、
抗
原
用
量
ノ
大
小
ト
喰
菌
作
用
／
大
小
ト
ハ
抗
原
用
量
／
或
一
定
範
閣
内
＝
於
テ
ノ
ミ
連
行
シ
、
ッ
レ
以
上
一
一
ナ

p
、
抗
原
物
質
ノ
毒
性
ガ
ソ
ノ
抗
原
性
一
二
後
ル
一
二
主
レ
パ
反
ツ

チ
喰
菌
作
用
ハ
抗
原
用
量
ノ
増
大
一
一

逆
行
シ
テ
減
溺
ス
。

緒

言

余
等
A

前
報
（
日
本
外
科
質
曲
第
六
容
第
五
競
塞
照
）
－
一
一
於
ア
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
ニ
モ
亦
夕
、
爾
他
ノ
免
疫
皐
的
諸
反
感
－
一
於
ヶ

Y
ガ
如
ク

「
イ
ム
ペ
ヂ
シ
」
現
象
ノ
存
在
ス

Y
事
寅
ア
立
謹
シ
之
ヲ
報
告
セ
n
ノ
。
印
チ
黄
色
葡
萄
般
球
菌
免
疫
家
兎
ノ
非
働
性
血
清
ヲ
以
－
プ
同
名
菌
ノ
試

第

六

傘

F「

原

箸
L...I 

青

柳

一
四
四
五

〈
第
六
就

二
五
）



第

六

巻

「、
原

著
....... 

青

柳

一
四
四
六

（
第
六
競

一一六）

験
管
内
喰
燐
作
用
ヲ
検
ス

Y

二
百
日
ノ
、
抗
原
ト
シ
テ
同
名
前
ノ
生
・
柔
雨
鴻
液
ヲ
加
フ
Y
時
A

柔
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
喰
盤
作
用
ガ
生
鴻

液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
ソ
レ
ヨ

y
モ
、
蓮
－
一
優
勢
ナ
リ
ノ
キ
。

余
等
A

夏
一
一
本
質
験
－
一
一
於
ア
、
抗
原
ト
ジ
ア
腸
窒
扶
斯
菌
ノ
生
・
業
雨
鴻
液
ヲ
加
へ
、
以
－
プ
腸
窒
扶
斯
菌
ノ
産
生
ス

Y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
L
d
p

非

働
性
黄
色
葡
萄
状
球
菌
見
疫
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
封
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
喰
燈
作
用
ニ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ヤ
否
ャ
、
叉
更
ユ
抗
原
ト
ジ
ア
黄
色
葡
荷
賦

球
菌
ノ
生
・
柔
雨
滅
液
ヲ
加
ヘ
ア
、
以
ア
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
産
生
ス

Y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
兎
疫
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
封
腸

府
軍
扶
斯
的
喰
燐
作
用
ニ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ヤ
否
ヤ
ヲ
吟
味
ス

Y
所
ア
ラ
ン
ト
ス
。

料

一
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
原
液
第
一
報
ニ
記
載
セ

Y
材
料
ヲ
使
用
セ

y
。

二
、
腸
窒
扶
斯
菌
原
液
腸
窒
扶
斯
菌
ノ
廿
四
時
間
寒
天
科
面
培
養
ヲ

0
・五

μ
石
山
灰
酸
加

0
・
八
玉
川
知
食
関
水
ニ
浮
瀞
セ
シ
メ
タ
Y

モ
ノ
ヲ

踊
氏
六
十
度
ノ
重
湯
煎
中
－
一
ア
一
時
間
加
熱
殺
菌
セ

Y

モ
ノ
（
ソ
ノ
菌
量
A

浮
瀞
液
一
括
－
一
ヅ
キ
烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
－
ア
八
度
印
約
、
j

d

・

0
0
五
六
括
ナ
リ
）
ヲ
遠
心
シ
、
上
澄
液
ト
菌
煙
－
一
一
分
ッ
。
而
シ
ア
此
ノ
菌
鵠
ヲ
克
二
二
回
洗
糠
遠
心
シ
、
再
ピ
前
記
食
時
間
水
ヲ
加
ヘ
タ

y

モ
ノ
ナ

y
。
ソ
ノ
雨
量
A

沈
澱
計
－
一
－
プ
四
度
却
約

0
・
0
0
二
八
括
ナ
リ
キ
。

責

験

キオ

三
、
抗
原
液

（
イ
）
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
一
一
依
Y
上
湾
液
。
生
滅
液
。
三
十
分
業
鴻
液
。
百
二
十
分
業
鴻
液
A

凡
ア
第
一
報
ェ
記
載
セ

Y
材
料
ヲ
使
用
セ
リ
。

（
ロ
）
腸
窒
扶
斯
菌
ユ
依
y

（
甲
）
上
澄
液
（
略
符

N
、－

Z
）
前
記
会
己
－
二
於
ケ
Y
上
湾
液
ヲ
用
プ
。

（
乙
）
生
漏
披
（
略
符
属
、
目
）
（
甲
）
ヲ
L
，
陶
土
櫨
遁
器
－
一
－
ア
鴻
過
セ

Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

（
丙
）
三
十
分
蓑
減
液
（
時
符
司
、
・
同
・

8
、
）
（
乙
）
ノ
一
部
ヲ
揖
氏
百
度
－
一
－
Y
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y
重
湯
煎
中
－
一
ア
三
十
分
間
煮
沸
セ
Y

モ

ノ
ナ
リ
。



（
丁
）
百
二
十
分
業
滅
液
（
略
符
問
、
・
ス
ロ
o、
）
（
乙
）
ノ
一
部
ヲ
嬬
氏
百
度
－
一
ア
沸
騰
し
V

ッ
、
ァ
Y
前
記
重
湯
煎
中
ニ
ア
百
二
十
分
間
業

沸
セ
グ
’
モ
ノ
ナ

9
0

四
、
非
働
性
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
免
疫
家
兎
血
清

第
一
報
ニ
記
載
セ

Y
材
料
ヲ
使
用
セ
リ
ノ
。

玉
、
非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
兎
疫
家
兎
血
清

鰻
重
約
二
研
ノ
家
兎
静
脈
内
二
腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
ヲ
注
射
ジ
、
凝
集
債
二
千
四
百
一
二
迷
シ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
全
潟
血
シ
ア
血
清
ヲ
分
離
シ

五
十
六
度
三
十
分
間
加
温
シ
非
働
性
ト
ナ
シ
、
其
ノ
中
二
合
マ

V

タ
y

「
オ
プ
Y

ユ
ン
」
ヲ
減
殺
シ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ノ
ミ
ヲ
存
在
セ
シ
メ
タ

Y

モ
ノ
ナ
η
ノ。

六
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
（
封
照
用
）

第

一
報
ニ
記
載
セ
Y
材
料
ヲ
使
用
セ
ソ
。

賓

駿

方

法

議
備
試
験
ア
行
ヒ
ア
、
黄
色
葡
萄
航
球
菌
及
ピ
腸
窒
扶
斯
菌
原
被
A

五
倍
ニ
稀
蒋
ジ
タ
Y

モ
ノ
ヲ
使
用
ス
レ
バ
、
最
適
ナ
Y
事
判
明
セ
シ
カ

バ
、
之
ヲ
五
倍
－
一
稀
稗
ス

Y

二
百
9
第
一
回
貫
験
－
一
一
於
－
プ
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
原
液
ヲ

0
・
五
括
ト

y
腸
窒
扶
斯
菌
上
澄
液
、
生
脇
被
、
三
十

分
業
協
液
、
百
二
十
分
業
滅
液
、

0
・五
持
石
山
灰
酸
加
0
・
八
五
M
W
食
臆
水
ノ
各
液

0
・
二
路
二
、
夏
ニ

0
・五
，m石
山
灰
酸
加
0
・
八
五
折
食
臨

水
ヲ
各
々
－
二
・
八
括
宛
追
加
シ
、
叉
各
抗
原
量
ヲ
二
倍
竿
て

Y
目
的

一一
ア
、
各
抗
原
液
ァ

0
・
玉
括
宛
加
へ
、
残
鈴
A

前
記
食
臨
水
ヲ
込
加

シ
タ
リ
ノ
。

第
二
回
貫
駿
－
一
於
ア
A

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
原
被
ァ

0
・
五
括
ト

y
、
之
－
一
腸
窒
扶
斯
菌
ヨ

y
ノ
上
被
液
以
下
ノ
各
抗
原
液
ヲ

0
・
五
語
、
前
記

食
関
水
ヲ
一
・
玉
括
宛
加
へ
、
又
抗
原
量
ヲ
倍
加
ス

Y
目
的
一
一
－
プ
各
抗
原
液
一
・

O
括
前
記
食
時
間
水
一
・

O
括
ヲ
加
ヘ
タ
リ
ノ。

第
三
国
賓
駿
一
一
於
－
ア
A

腸
窒
扶
斯
菌
原
液

7
0
・
五
括
ト
ソ
黄
色
葡
萄
状
球
菌
ヨ
リ
ノ
ノ
上
澄
液
、
生
滅
液
、
三
十
分
業
櫨
液
、
百
二
十
分
義

第

六

巻

「『
限

著
w 

背

柳

一
四
四
七

（
第
六
競

二
七
）



第

六

谷

【
原
著
】

背

柳

一
四
四
八

（
第
六
波

二
八
）

総
波
、

0
・
五
以
内
石
山
灰
酸
加
0
・
八
五
，m食
関
水
ノ
各
液

0
・
二
括
－
一
、
夏
ニ

0
・
五
%
石
山
灰
酸
加

0
・
八
五
外
食
関
水
ア
各
々
ニ

加
シ
、
又
各
抗
原
量
ア
二
倍
宇
ス

Y
目
的
－
一
ア
、
各
抗
原
液
ア

0
・
玉
括
宛
加
へ
、
残
除
A

前
記
食
醸
水
ヲ
遁
加
セ
リ
y
o

第
四
回
貰
験
一
一
於
ア
A

腸
窒
扶
斯
菌
原
液
ヲ

0
・
五
括
ト
η
ノ
前
記
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ヨ

y
f
上
澄
液
以
下
ノ
各
抗
原
液
ァ

0
・
五
蛇
前
記
食

関
水
ア
了
五
括
宛
加
へ
、
又
抗
原
量
ヲ
倍
加
ス

Y
目
的
－
一
ア
各
抗
原
液
一
・

O
括
前
記
食
躍
水
ヲ

7
0路
加
ヘ
タ

y
。

而
シ
テ
毎
常
個
々
二
必
ズ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
キ
ア
検
査
シ
、
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
－
一
一
割
照
ト
ナ
ジ
タ
リ
。

「
ト
ロ
ビ
ン
」
測
定
法

一
・
八
括
宛
迫

「
ト
ロ
ピ
ン
」
測
定
材
料

一
、
非
働
性
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
免
疫
家
兎
血
清

一
一
、
非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
家
兎
血
清

三
、
非
働
性
健
常
家
兎
血
清

四
、
白
血
球
液
鰻
重
三

O
O克
内
外
ノ
海
狽
腹
腔
中
二
中
性
肉
汁
一

O
括
タ
注
射
ジ
四
乃
至
五
時
間
後
硝
子
毛
細
管
－
て
ア
穿
刺
シ
得
タ

y

腹
腔
液
ヲ
其
僚
使
用
セ

y
。

玉
、
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
前
述
ノ
如
ク
腸
窒
扶
斯
菌
ヨ
リ
ノ
ノ
各
抗
原
液
ヲ
以
－
プ
該
原
菌
液
ヲ
五
倍
－
二
柿
蒋
ジ
タ
Y

モ
ノ
ナ

y
o

六
、
腸
窒
扶
斯
菌
液
前
述
ノ
蜘
ク
黄
色
葡
萄
扶
菌
ヨ
リ
ノ
各
抗
原
液
ヲ
以
ア
該
原
菌
液
ヲ
五
倍
ニ
稀
稗
シ
タ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

「
ト
ロ
ピ
ン
」
測
定
法
A

大
略
列
什
川
氏
ノ
「
オ
プ

y
ニ
ン
」
測
定
法
－
一
従
ヒ
、
郎
チ
一
定
ノ
硝
子
毛
細
管
内
－
一
第
一
、
第
二
賓
験
－
一
－
プ
A

前
記
白
血
球
液
、
黄
色
葡
萄
賦
菌
液
、
非
働
性
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
見
疫
家
兎
血
清
、
調
照
－
二
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ノ
順
三
叉
第
三
、
第

四
質
験
－
一
－
プ
A

前
記
白
血
球
液
、
腸
窒
扶
斯
菌
液
、
非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
家
兎
血
清
、
封
照
－
二
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ノ
順
ニ
各
々
同

量
宛
空
気
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
テ
吸
入
ジ
、
次
デ
之
ア
小
硝
子
皿
ノ
上
二
吹
キ
出
シ
、
ヨ
ク
混
和
シ
h
y
y
後
、
夏
ニ
他
ノ
硝
子
毛
細
管
－
一
入
レ
、
三

十
七
度
ノ
解
卵
器
ニ
十
五
分
開
放
置
シ
、
究
デ
塗
抹
標
本
ヲ
遁
η
ノ
、
乾
燥
凶
定
後
刑
判
利
氏
液
－
一
－
プ
染
色
検
鏡
セ

p
。



検
鏡
－
一
際
ぞ
プ
A

多
核
白
血
球
、
大
軍
核
移
行
型
ノ
輪
廓
正
シ

ク
良
ク
染
色
セ

Y
毛
ノ
、
ミ
百
個
ア
検
シ
、
菌
鶴
A

正
シ
ク
白
印
球
鰹
内
－
一

包
喰
セ
ラ
レ
タ
U
F

モ
ノ
、
ミ
ヲ
計
算
シ
タ

9
0
但
シ
一
個
ノ
白
血
球
中
五
個
以
上
ノ
菌
7
包
喰
ジ
タ
Y

モ
ノ
A

誤
算
ノ
憂
ア

Y
ア
以
ア
除
外

ジ
、
又
白
血
球
ト
菌
ト
ノ
比
例
ノ
甚
ジ
ク
異

v
y
視
野
－
一
於
ヶ

Y
モ
ノ
毛
除
外
シ
タ

9
0

賓

験

第

－

腸
窒
扶
斯
菌
ヨ
リ
ノ
ノ
各
抗
原
液

0
・
二
括
ァ
加
へ
タ

Y
黄
色
葡
萄
扶
球
菌
液
及
ピ
同
抗
原
液

0
・
五
島
ヲ
加
ヘ
タ

Y

黄
色
葡
錆
般
球
菌
液
ア

用
ヰ
ア
同
一
海
底
、
腹
水
ヨ
リ
得
タ

Y
白
血
球
ヲ
以
ア
ジ
ア
ノ
質
験
結
果
A

第
一
表
及
ピ
第
一
岡
ヨ
咋
ノ
第
三
国
迄
－
一
示
ス
ガ
加
ジ
。
本
質
験
－
一

於
－
プ
A

非
働
性
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
セ
0
・ノ。

揺

所

見

概

織
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黄色葡萄状球前／日食前作用＝及ポス酢i
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一
四
五
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fo 

N
y
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司
、
－
ス
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凶
ご
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、

M
L
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第二園

~· 

（
一
）
現
ニ
細
菌
ヲ
包
喰
シ
ッ
、

ア
Y
喰
細
胞
敷
「
白
」

A

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
二
蛇
ヲ

使
用
セ
シ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清

ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
Y
A
生
滅
液

ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
一
一
シ

ァ
、
食
鞠
水
。
百
二
十
分
煮
掠

液
。
上
澄
液
。
三
十
分
業
滅
液

ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
、
順
－
一
大
ト

ソ
ノ
値
二
ハ
。
一

O
。
一
六
。

ナ
リ
、
三
十
分
業
滅
液
ア
加
へ
タ
Y
場
合
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
六
七
：
二
・
六
七
：

一
八
。
二
一

ニ
ジ
－
プ
、

此
ノ
際
「
喰
」

ノ
総
和
A

七
一
ナ

y
キ。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
滅
液
及
ピ
食
陥
脱
水
ア
加
ヘ
タ
w
y

モ

ノ
ガ
同
一
結
果
－
一
シ
ア
最
小
。
失
J

ア
上
澄
液
。
百
二
十
分
業
櫨
液
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
－
一

大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
減
液
ヲ
加
ヘ
タ
M
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
η
ノキ。

y
ノ
値
A

五
。
五
。
九
。

ソ
ノ
比

A
7
・
一
：
了
八
：
二
・
四
：
二
・
六
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
線

一一一。

一
一
ニ
ニ
シ
－
プ
、

和
A

四
四
ナ

y
キ。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア



ノ
賓
験
結
果
－
一
比
ジ
、
生
滅
液
ヲ
使
用
シ
タ
U
Y

モ
ノ
ヲ
初
メ
、
抗
原
棉
ノ
何
レ
ヲ
加
へ
h
F
Y
早
a

ノ
ニ
於
ア
モ
其
ノ
結
果
川
常
－
一
大
ナ
リ
ノ
キ
。

「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
七
一
割
四
四
－
一
ジ
ア
、

y
ノ
比

A
7六
一
・
・
一
ナ

p
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ

0
・
五
括
使
用
セ
シ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
ア
A

食
瞳
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y
場
合
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
生
鴻
液
。
百
二
十
分
実
滅
液
。
上
被
液
。

三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
順
ュ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o
y
ノ
値
A

一
0
0
二
一
。
二
一
。

二
五
。
三
九
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比

A
0
・八コ
7
・
7
・
一
・
七
五
：
二
・

O
八
：
三
・
二
五
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和

A
一
O
七
ナ
リ
キ
。
而
モ
抗
原

量

0
・
二
蛇
ヲ
用
ヰ
タ
Y
場
合
ノ

「
喰
」
／
総
和
七
一
ヨ
η
ノ
モ
大
ナ

y
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
ア
A

食
瞳
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
究
デ
生
櫨
液
。
上
段
液
。
三
十
分
実
鴻

液
。
百
二
十
分
蓑
漏
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
順
－
一
大
ト
ナ

7
、
百
二
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

五
。
七
。
一

O
。
一
二
。
二
ニ
ユ
ジ
ア
、

y
ノ
比

A
0
・七

7
・
7
・
一
・
四
ゴ
了
・
一
・
七

7
・
7
八
七
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和

A
四
七
－
ご

vzァ
、
抗
原
量

0
・
二
括
ヲ
用
キ
タ
Y
場
合
ノ
「
喰
」
ノ
綿
和
四
四
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
ノ
キ
。

（
3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
質
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
村
原
樟
ア
使
用
ジ
タ

y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
、
ソ
ノ
結
果
A

常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

二一

O
七
濁
四
七
－
一
シ
－
ア
二
・

O
コ
了
・
一
ノ
比
ナ
リ
キ
。

（
二
）
現
ュ
喰
細
胞
－
一
掃
取
セ
ラ
レ
居
Y
菌
健
ノ
敷
即
被
喰
菌
数
「
菌
」

（
イ
）
各
抗
原
量
0
・
二
蛇
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（
1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
一
一
－
プ
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
食
盤
水
。
百
二
十
分
業
雄
被
。
上
被
液
。

三
十
分
業
漉
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
煮
減
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
o

y
ノ
値
A

八
。
二
ニ
。
一
九
。
二
三
。
二
五
二
ジ
一
プ

ソ
ノ
比
A

、
一
：
了
六
一
二
・
・
二
・
三
八
：
一
了
入
六
：
三
・
一
三
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

八
八
ナ

y
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
食
腫
水
。
上
被
液
。
百
二
十
分
業
協
液
し

＿，、

第
六
品
位

V『

原

箸
........ 

青

柳

一
四
五

〈
第
六
時
蜘

一） 



第

六

巻

「『

原

箸
L」

三包
円

柳

一
四
五
二

（
第
六
時
蜘

一一一一一）

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

玉
。
六
o

y
ノ
比
A

一
：
一
・
二
：
一
了
・
二
・
四
：
二
・
八
。
此
ノ
際
「
菌
L

ノ
綿
和
A

四
七
ナ
ソ
キ
。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
テ
’
ノ
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
テ
ノ
質
駿
結
果
－
一
比
ジ
、
何
V

ノ
抗
原
種
ヲ
使
用
シ
タ
Y

モ
ノ

－
一
於
ア
モ
常
－
一
大
ナ

y
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
八
八
割
四
七
－
一
ジ
－
7

．yノ
比

A
7八
七
・
・
一
ナ

P
キ。
一O
。
一一一。

一
四
ニ
ジ
ア
、

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ

0
・
五
括
使
用
セ
シ
場
合

（1
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
Y
ノ
検
査
一
一
一
於
－
プ
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
業
癒
液
。
上

湾
液
。
三
十
分
裳
漏
彼
ノ
順
二
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o

y
ノ
値
λ

、
一
二
。
二
一
一
。
二
五
。
三
三
。

五
三
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・

O
八
：
二
・

O
八
・
・
二
・
七
五
：
四
・
四
二
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

一
一
二
六
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
0
・
二
括

ヲ
使
用
ジ
タ
Y
際
ノ
「
菌
」
ノ
総
和
八
八
ヨ
リ
ノ
モ
大
ナ
リ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
ニ
於
－
Y
A
食
臨
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一

uv
－
ァ
、
衣
デ
生
滅
液
。
上
積
液
。
百
二
十
分

業
鴻
液
。
三
十
分
裳
減
液
ノ
順
＝
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ジ
ノ
値
A

六
。
七
。
二
ニ
。
一
五
。
ニ
ハ

ユ
シ
ア
、

y
ノ
比

A
0
・
八
六
：
一
・
・
了
八
六
：
ニ
・
一
四
・
・
二
・
二
九
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A
五
七
ニ
シ
ア
、
抗
原
量

0
・
ニ
耗
ア
使
用

シ
タ

Y
場
合
ノ
「
菌
」
ノ
総
和
四
七
ヨ

y
モ
大
ナ
η
ノキ。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
賞
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
稿
ヲ
用
ヰ

タ
Y

モ
ノ
エ
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
－
ア
親
Y

－
二
三
六
封
五
七
一
一
ジ
ア
、

y
ノ
比
三
了
三
九
：
一
ナ
ソ
。

（
一
二
）
「
喰
」
ト
「
菌
」
ト
ノ
和
郎
チ
喰
荷
子
「
子
」

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
二
括
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
ニ
於
ア
A

生
漏
液
ヲ
加
へ

タ
Y

宅
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
憾
液
。
上

波
液
。
三
十
分
煮
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
順
ニ
大
ト
ナ
9
二
ニ
十
分
業
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ

y
，t

ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ。

y
ノ
値
A

一
四
。
ニ
一
ニ
。

＿，、



三
五
。
四
一
。
四
六
エ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7
・
一
・
六
四
：
ニ
・
五
：
ニ
・
九
一
ニ
：
三
・
二
九
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
一
五
九
ナ
リ
キ
c

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
於
ア
丹
生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
。
上
波
液
。
百
二
十
分
柔

鴻
液
。
三
十
分
柔
磁
波
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
繍
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
O
。
一
一
。
一
九
。
二
四
。
二

七
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：

7

7
・
一
・
九
・
・
二
・
四
：
二
・
七
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

九
一
ナ
η
ノキ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
賢
験
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
賞
験
結
果
一
一
比
シ
、
何
V

ノ
抗
原
ア
使
用
シ
タ
Y
モ

ノ
－
一
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ
リ
キ
。
「
子
」
ノ
線
和
－
一
就
ア
観
Y

－
二
五
九
割
九
一
ニ
ジ
ア
、
て
七
五
：
一
ナ

y
。

（
ロ
）
各
抗
原
量

0
・
五
蛇
ヲ
使
用
ジ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
A

食
臨
水
ヲ
加
ヘ

タ
Y

毛
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
ヂ
生
施
液
。
百
二
十
分
業
滅
液
。
上

澄
液
。
三
十
分
業
滅
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
煮
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

Y

／
値
三
三
一
。
二
回
。
四
六
。
五
入
。

九
二
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：

7
0
四
・
こ
了
・
二
・
五
一
了
・
四
ナ
リ
ノ。

此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

二
四
三
一
一
シ
ア
、
抗
原
量
0
・
二
路
用
ヰ
シ

際
ノ
「
子
」
ノ
総
和
一
五
九
ヨ

9
屯
大
ナ
ソ
キ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
検
査
一
一
於
－
プ
A

食
撒
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
究
デ
生
滅
液
。
上
澄
液
。
百
二
十
分

業
漏
液
ト
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
＼

Y

ノ
値

A
一
一
。
一
四
。
一
三
一
。
二
八
。
二
八
ニ
シ
ア
、

y
ノ
比

A
0
・
七
九
：
一
：

7

六
四
・
ニ
了
・
ニ
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
O
四
ニ
ジ
ア
、
抗
原
量
0
・
二
括
ヲ
用
ヰ
タ
Y

場
合
ノ
「
子
」
ノ
総
和
九
一
ヨ
岬
ノ
モ
大
ナ
リ

キ。
（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
質
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
使
用
シ

タ
y
f
t
ノ
ニ
於
－
ア
モ
常
二
大
ナ

y
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

ェ
ニ
四
三
封
一

O
四
－
一
ジ
ア
ニ
ニ
ニ
四
：
一
ノ
比
ナ
9
。

賓

験

腸
窒
扶
斯
菌
ヨ
η
ノ
ノ
各
抗
原
被
0
・
五
括
ヲ
加
ヘ
タ
Y
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
及
ピ
同
抗
原
液

7
0括
ヲ
加
ヘ
タ
Y

黄
色
葡
萄
朕
球
菌
液
ア

第

第
六
血
管

F「

原

箸
1.....1 

青

柳

一
四
五
三

〈
第
六
時
抗

三一一
一）
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111 
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E更サ＇＂＇
Ii[
1
 ~段賠盟草寺~rr.

~
号
~
~
ト
田
圏
構
！
選
臥
~
＇
＂
＇
ヘ
餌
録
誕
蝶
く
感

11十
~
担
当
い
憾

.15iE
m
 －＝－－昔~~（歪~~

111時
代
~
~
票
以
。
件
担
鐸

1）
お

れ
く
ヰ
法
違
室
組
輔
副
容
器
長
官
f掴
博
史
蝦
嶋

1民
醤
現
h
躍
~
~
~
、
君
、
。

出
眠
握
思

(
 l
 ）廓
1）.雲掴°＇
.tP']
会F

；：－.~ 
.. 
~
 ~
~
黒
雲
言
語
「
~
」
く

（
守
）
仲
お
固
ま
咽
0
・
同
~
°
＇
単
庄
が
ふ
望
感

4_o.

（
同
）
株
寧
記
帳
出
自
殺
~
.
.
！
当
鵠
h
霞
叶
民
＼
餐
桝

11
'"' 
：
；
州
謡
選
h
異

（
~
~
W
ヘ
＇＊
曜
会
II
;:-, 

＇！－＼’宇~·1r..射
器
今
冬
。
回
11+・

く
長
嶋
題
意
語
。
4

鎚
選
。
111
十
く
長
崎
嘱
轡
爆
＼
竪
11-K
ム
ホ
官
、
.
.

.J1迩
起
陣
式
·
~

111+・
〈
長
特
題
！
選
ト
黒

t
そ
ヘ
ミ
W
ヘ
~
噌

-Kt---=--.\\-0
~
＇
場
く

1111
。
I
 gr
。

11
ム~

1111 
i。
川
I1
 1
1 

~ 11-¥
’
ス
ヘ
起
く
い
・
1
・
O
＜・・
11
・o
＜・・
11
・m
1
（・・
1J・gH
（
。
逗
＼
霊
長
「
盤
」
ヘ
謀
長
く
l

I
＜ホ~.＼＼－。

第
二
表
黄
色
葡
萄
状
王
者
菌
／
日
食
菌
作
用
＝
及
ボ
Z
腸
窒
扶
斯
菌
生
・
煮、雨
i憾
液
0
・1ilit
及
ピ
ー
・
O
兆
ノ
l影
響
（
第
l叫
園
一
一
第
六
園
参
照
）

0,5 
1,0 

抗
原
種
j
z'
.N. 
,
 N'.F. 
/
 F;Jc 
j
 ~~川

NaCli
線
和
I
Z'.N. 
,
 ~＇.F. I
 

~；：· 
1
 ~；J~· 
l
 N
a
(
]
 l
総
利

喰
｜
免

3
2
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3
2
 
27 

14 
11
8
 
2
0
 

'1 ・
3
0
 

87 

健
15 

8
 
19 

13 
。
G
』
15 

7
 
1
8
 
12 

61 

菌
｜
突
4
47 

22 
5
司I
 
3
1
 
17 
174 

52 
2
0
 
17 
129 

健
24 

12 
2
3
 
l
G
 
13 

88 
18 

28 
19 

13 
87 

兎
7
9
 
3
5
 
8
9
 
58 

子
l

31 
292 

82 
36 

216 

健
39 

2
0
 
4
2
 
2
9
 
22 
152 

3
3
 
16 

46 
31 

2
2
 
148 



第四国 首色葡1謝状王者菌ノl会菌作用＝及ボヌ務室挟
割近菌生・煮：雨鴻液0・五及ピー・0鈍ノ影響｛喰）
I一一一非働性策・骨菌免疫家兎血清＋

勝・窒・菌抗原液0,5cm 
TI －－一一非働性健常家兎血清＋
I一一非働f技術・菌免疫家兎血清i,o田皿
:n:＇－一一一非働性健常家兎血清＋

（第五・六闘準之）

2 

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ

以
手喰
〉細川
月包
検数

査 T·~ '2i g;司~~ ~ 
τ'.Z ~、民 受内 5
7 第五薗 黄色葡萄~先球菌ノ喰菌作用＝及ポス麟窒挟
..... _, Wr箇生・煮雨語草花長0・五及ビー・Ql):gノ影響（菌）

蕗 to

液
ヲ

加，、、
タ
ノv

モ

ノ

ガ

最！
A、音”
ニ数
ご！？

二 Pヲ民公明 口国民
プ；＿； .、 て．、 o・、 P、 ~で肉 、?1 s 
究第六圃 黄色葡萄状qt菌ノ日食菌作用品及ボス麟窒扶
デ 新菌生・煮扇総液0・五及ピー・0路ノ影響（子）
食’H
盤
水。

/; 

,//f－－.：.～ ＿＿＿ r' 
＼、／

相

1• 

~ 

t• 

f～～＇~ 

ぺ：~｝／－－：

H 

2・

ソ
ノ
値
A

八。

ア
ジ
ノ
比
A

三
十
分
業
総
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

毛
ノ
ガ
最
大
ナ
η
ノ
キ
。

此
ノ
際

「
喰
」

ノ
総
和
A

六
回
ナ

y
キ。

液

k

、

川
J
J、

～t
q
I
J
I
J
O
N
．Z
．
 

h

a

v

s

a

a

 

喰
蘭
子
数
↑

m
p
C
『

e

，，
e
 

aマ’

a
，，，，，，
av

百
二
十
分
業
鴻
液
。

九

一
一一
一。

一
五
。

~『
（．  

ミ Pヰ

旬
、
・
民

ωc
、

剛山、・『・

上
澄

一
九
一
一
シ

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
寅
験
結
果
A

健
常
家
兎
胤
清
ヲ
用
キ
－
プ
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
使
用
ジ
タ

Y
モ

7
・

7
二
ニ
：
了
大
一
ニ
・
・
了
八
八
：
一
了
三
入
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ

ノ
－
一
於
－
プ
モ
ソ
ノ
結
果
A

常
ニ
大
ナ
リ
キ
。

7
0括
使
用
セ
シ
場
合
「
喰
」

ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

一二

一
八
封
六
四
ニ
シ
ア
、

ソ
ノ
比
A

一
・
八
四
：
一
ナ
リ
ノ
。

（
1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
検
査
一
一
ア
A

生
滅
被
ア
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
衣
デ
食
盤
水
。

O
ニ
シ
ア
、

ソ
ノ
比
A

三
十
分
業
総
液
ノ
順
ュ
大
ト
ナ
9
、

澄
液
。

第

六

巻

三
十
分
煮
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
時
ノ
キ
。

ソ
ノ

此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

八
七
－
一
ジ
ア
抗
原
量

0
・
五
耗
ヲ
用
ヰ
タ

Y
際

F『

原

事
、－‘

背

一
：
ニ
：
ニ
・
ニ
九
：
ニ
・
八
六
・
・
四
・
ニ
九
。

一
問
五
五

柳

値
A

七。

一ムハ。

百
二
十
分
業
櫨
液
。
上

二
O
。
三

一
四
。

〈
第
六
時
抗

三
五
〉



第

六

巻

「園、

原

著
L」

背

柳

一
四
五
六

（
第
六
披

一六
）

「
喰
」
ノ
総
和
一
一
八
－
一
比
シ
ア
小
ナ
リ
。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
検
査
一
一
ア
A

生
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
究
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
柔
漏
液
。

上
澄
液
。
三
十
分
業
漏
液
ノ
順
二
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
掠
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

七
。
九
。
二
一
。
一
五
。
一
八

二
シ
ア
y

f
比
A

一
：
一
・
二
九
・
・
一
・
七
一
：
ニ
・
一
四
：
二
・
五
七
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
飽
和
A

六
一
ニ
シ
ア
抗
原
量

0
・
五
括
ァ
使
用
ジ
タ

ノM
Y

際
ノ
値
六
四
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
A

健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
質
験
結
果
一
一
比
γ
、
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
、
結

果
ガ
一
致
セ
Y
以
外
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
ヰ
タ
Y

モ
ノ
ニ
於
－
プ
モ
常
二
大
ナ

y
キ
。
「
喰
」
ノ
飽
和
一
一
就
ア
観
Y

－
一
八
七
割
六
一
ニ
シ
ア
、

ソ
ノ
比
A

一
・
四
六
：
一
ナ
リ
。

（
二
）
現
ニ
喰
細
胞
ュ
掘
取
セ
ラ
レ
居
Y
菌
鵠
ノ
敢
闘
被
喰
菌
数
「
菌
」

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
五
括
ア
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
Y
ノ
検
査
ニ
ア
A

食
醗
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
次
デ
生
鴻
被
。
百
二
十
分
業
総
液
。
上
澄

液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
七
。
二
二
。
＝
二
。
四
七
υ

五
七

二
シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
0
・
七
七
：
一
：
一
・
四
一
了
・
二
・
一
四
・
・
二
・
五
九
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A
一
七
四
ナ
ソ
。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
以
－
プ
ノ
検
査
ニ
ア
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
シ
ア
、
次
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
協
液
。
一
二
十

分
業
鴻
液
。
上
按
液
ノ
順
二
大
ト
ナ
リ
、
上
澄
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
二
。
二
ニ
J

一
六
。
二
三
。
二
四
一
一
シ
－
プ

ソ
ノ
比
A

了
・
一
・

O
八
：
一
・
一
二
一
二
・
・
一
・
九
二
：
二
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

八
八
ナ
リ
。

＿，、

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
寅
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
－
プ
ノ
質
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
ヲ
用
キ
タ
y
f
t

ノ
ニ
一
於
ア
モ
常
－
一
大
ナ
ソ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
キ
ア
観
Y

－
一
一
七
四
割
八
八
－
一
シ
ア
ソ
ノ
比
A

一
・
九
八
：

一
ナ
ソ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量

一
・
O
括
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合



（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
で
プ
λ

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
韓
水
。
百
二
十
分
業
減
液
。
上
被

液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
。
一
七
。
ニ

O
。
三
一
。
五
二
ニ

ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
八
九
：
二
・
二
一
了
・
三
・
四
四
：
玉
・
七
八
。
此
ノ
際
「
菌
」

f

総
和
A

一
二
九
二
シ
ア
抗
原
量
0
・
五
括
ヲ
使
用
セ

ジ
際
ノ
値
一
七
四
ヨ

y
モ
小
ナ

y
。

（

2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
瀦
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
次
デ
食
聴
水
。
上
被
液
。
百
二
十
分
業
浦
液
。

三
十
分
業
減
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
素
描
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
ハ
九
。
一
三
。
一
八
。
一
九
。
二
八
－
一
シ
ア

ソ
ノ
比

A
7・
7
四
四
：
一
了
・
二
・
一

一
：
三
・
一
一
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A八
七
ニ
ジ
ア
抗
原
量
0
・
五
括
ヲ
使
用
セ
ジ
際
ノ
値
八
八
ヨ

リ
ノ
モ
小
ナ

y
。

（3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
賢
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
一
一
比
シ
、
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ

y

毛
ノ
ガ
一
致
セ

Y
以
外
、
他
ノ
何
レ
ノ
抗
原
積
ヲ
用
キ
タ
Y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
二
二
九
封
八
七

ニ
ジ
－
プ
ソ
ノ
比
A

一
・
四
八
：
一
ナ
リ
ノ
。

2
3
「
喰
」
ト
「
菌
」
ト
ノ
和
卸
喰
菌
子
「
子
」

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
五
蛇
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ア
以
－
プ
ノ
検
査
－
一
－
7
A

食
盟
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

場
合
ガ
最
小
。
・
次
デ
生
樹
液
υ

百
二
十
分
業
樹
液
。
上
被
液
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
業
櫨
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

コ
二
。
三
五
。
五
入
。
七
九
。
八
九
－
一
シ

ァ
、
ソ
ノ
比

A
0
・
八
九
：
一
：
一
・
六
六
・
・
二
・
二
六
・
二
了
五
四
。
此
ノ
際
「
子
し
ノ
総
和

A
二
九
二
ナ

9
0

.... ，、

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
以
ア
ノ
検
査
一
一
－
プ
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
究
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
素
描
液
。
上
湾
液
。

三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十
分
業
漉
被
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
月
二

O
。
二
二
。
二
九
。
三
九
。
四
ニ
ニ
シ

ァ
、
ソ
ノ
比

A
7
・
一
・
て
・
了
四
五
：
了
九
五
：
二
・
一
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
一
五
ニ
ナ
ソ
。

第

六

傘

F『

原

議...... 

7号

柳

一
四
五
七

（
第
六
鋭

三
七
）



第
六
品
位

F「
E呈

蕃
w 

背

柳

一
四
五
八

（
第
六
競

!¥. 、..／

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
－
ア
ノ
貫
験
結
果
』
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用

ヰ
タ
Y

毛
ノ
ニ
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ
リ
キ
。
「
子
」
ノ
飽
和
一
一
就
ア
観
Y

－
一
二
九
二
封
一
五
二
－
一
ジ
ア
ソ
ノ
比
A

一
・
九
二
：
一
ナ
リ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
ァ

7
0括
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
ア
A

生
総
被
ヲ
加
ヘ
タ
f
y
毛
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
失
デ
食
時
間
水
。
百
二
十
分
柔
瀦
液
。
上
澄

液
。
三
十
分
業
減
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
二
二
十
分
実
施
披
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

y
ノ
値
A

一
六
。
三
一
。
三
六
。
五
一
。
入
ニ

ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
一
・
九
四
・
・
一
了
二
五
：
一
一
了
一
九
：
五
・
一
三
。
此
ノ
際
「
子
L

Y
総
和
二
一
一
六
－
一
シ
ア
抗
原
量
0
・
玉
括
使
用
シ

タ
Y

際
ノ
値
二
九
二
ヨ
リ
ノ
モ
小
ナ

y
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
衣
デ
食
臆
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。
上
清

液
し
三
十
分
裳
繍
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
樹
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。

y
ノ
値
A

一
六
。
二
二
。
三
一
。
三
三
。
四
六

ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
三
八
：
一
・
九
四
：
二
・
六
：
二
・
八
八
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
四
八
二
シ
ア
抗
原
量
0
・
五
詫
ヲ
使
用
セ

ニ
ジ
－
プ
、

シ
際
ノ
値
一
五
二
ヨ

P
モ
小
ナ
ソ
。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
シ
、
生
掠
液
ヲ
加
ヘ
ク

y

毛
ノ
ユ
於
ア
一
致
セ
シ
以
外
、
他
ノ
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
キ
タ
Y
モ
ノ
ニ
一
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
－
プ
観
Y

三

＝

六

劃

一
四
八
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
・
四
六
：
一
ナ

y
。

賓

験

第

黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ヨ

y
ノ
各
抗
原
被

0
・
二
耗
宛
ア
加
へ
h
p
y

賜
窒
扶
斯
菌
液
及
ピ
同
抗
原
被

0
・
五
蛇
ヲ
加
ヘ
タ
Y

腸
窒
扶
斯
菌
液
ヲ
用

ヰ
ア
同
一
海
狽
腹
水
ヨ
リ
得
タ
Y
白
血
球
ヲ
以
ア
ジ
ア
ノ
質
験
結
果
A

第
三
表
及
ピ
第
七
闘
ヨ
リ
第
九
闘
迄
ニ
示
ス
ガ
如
シ
。
本
質
験
－
一
一
於

－ア
A

非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
セ
リ
。

所

見

概

括



（
一
）
現
－
一
細
菌
ヲ
包
喰
ジ
ッ
、
ァ

y
喰
細
胞
敷
「
喰
」

（
イ
）
各
抗
原
量
0
・
二
括
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
F

モ
ノ
ガ
最
小
一
一
ジ
ア
、
究
デ
食
臨
水
。
百
ニ
十
分
業
鴻
液
。
上
澄

液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
J二
十
分
業
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
一
。
一
ム
ハ
。
二
一
。
二
五
。
二
八

－
一
ジ
ア
、
y
ノ
比

A
7・
一
・
四
五
：
了
九
了
二
了
二
七
：
一
了
五
五
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
線
和

A
一
O
一ナ
9
キ。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ァ
用
ヰ
－
7
ノ
検
査
－
一
ア
A

生
漉
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
失
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。
上

背
液
。
三
十
分
柔
漉
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
η
ノ
、
三
十
分
業
掠
液
ヲ
加
へ
h
p
y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
o

y
ノ
値
λ

六

。

九

。

一

九

－

一

y
ノ
比
A

一
：
一
・
五
：
一
・
六
七
：
一
了
二
ニ
・
一
七
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

五
六
ナ

9
0

ジ
4

プ、

....、

一O
。
一一一。

抽

m
N鮒

同
郎
防
淋
湾
頭
、
森
鴎
脊
迫
U
M同品内
U
N

緋
酔
割
出
掛
湾
籍
鴎

hw・
湖
割
問
隣
訪
問
0
・い時間
N
同町

0
・
何
時
間
、
醐
柏
崎
（
滋
汁
国

l
w桝
沙
圏
桜
田
副
〉

互1~1~－
出
瀬
一
同

詐
国
判
磁

S事E時

第

六
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第

六

谷

勝安挟斯前ノ喰菌作用＝及ポス黄色葡萄紋a球
I望i生・煮爾減液0・二路及ピ0・五銘ノ影響（喰）

I －一一一一非信庁陸揚・翠・1望i免疫家兎血清＋
黄・葡・菌抗原液o,5ccm

I/_ 一一非働性健常家兎血清＋
E一一一一非働性腸．宣皇．煎－免疫家兎血清＋ o,2cc1 
］［＇－－圃刷剛－－ :;11；働性健常家兎血清＋

（第八・九悶準才）

「『

原

箸...... 

車
円

柳

同ロ（一］

第八圏、腸空挟斯商ノ喰菌作用ユ及ボス黄色葡萄状球
存i生・煮雨l~草液0・二施及ピ0・五施ノ影響（菌）

、『也、＼ノ与、h 、、k
、＼）／ 〆ワ二三＂＇－－－－－－－：...－－：＿－三一一一－－ -c_、 ＼～ 
、‘〉／三：·－~~－、
＼、イ

げ
内
包
（
一

Hv
・【ハ－
Huo
、

｝ん

J

－
L
h

・

∞。、見
吋

チ。

i.o 

被 h

喰’ p

Wi 
数
↑ 0 .. 
トミ

同 一
四
六

O

（
第
六
時
蜘

四
O
）

第七闇

月
間
H
M
C

、

可・同・
∞C
、
zaH～． 

3• 

脇窒扶斯商ノ喰菌作用ュ及ボス黄色稲荷朕球
菌生・煮雨鴻液0・二路及ピ0・五銘ノ影響（子）

M
P（
4
 

第九圃

．， 

匂・『ハ－

H
M
C

、

月
開
－
u
c
、

局・吋・

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
賢
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
一
プ
ノ
質
験
結
果
一
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
ヰ
タ

y

モ
ノ
ニ
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
一
一
就
ア
観
Y

－二

O
一
封
五
六
－
一
シ
ア
、

（
ロ
）
各
抗
原
量
0
・
五
括
ア
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
験
査
一
一
一
ア
A

生
鴻
液
ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
失
デ
食
関
水
。
百
二
十
分
柔
滅
液
。

上
波
披
。
三
十
分
業
滅
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

三
四
ニ
ジ
ア
、
一
：
一
・
二
四
：
一
土
つ
了
二
了
三
一
：
二
・
六
二
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

ソ
ノ
比
A

ヲ
使
用
シ
タ
Y
際
ノ
値
一

O
一ヨ

y
モ
大
ナ

y
o

ソ
ノ
比
A

一
・
八
：
一
ナ

y
o

一一一一。
一
六
0

4

4

4

0

三
O
。

一
四
ニ
ジ
ア
、
抗
原
最

0
・
二
沌



（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
病
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
検
査
ニ
ア
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
閥
抗
水
。
百
二
十
分
業
減
液
。

上
被
被
。
三
十
分
業
掠
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

八
。
九
。
一
二
。
一
五
。
一
八

二
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
二
ニ
：
一
・
五
：
了
八
八
：
一
了
二
五
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
二
ハ
ニ
エ
シ
ア
、
抗
原
量
0
・
二
括
ヲ
使
用
シ
タ

y
際
ノ
値
五
六
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
ノ
。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
ジ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
－
プ
ノ
貫
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用

ヰ
タ
Y
場
合
－
一
於
ア
モ
常
－
一
大
ナ
リ
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
二
一
四
封
六
二
－
一
シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
・
八
四
：
一
ナ
η
ノ。

合
一
）
現
ニ
喰
細
胞
－
一
蹴
取
セ
ラ
レ
居
u
y

菌
健
ノ
数
郎
被
喰
菌
数
「
菌
」

（
イ
）
各
抗
原
量
0
・
ニ
括
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

.＞、

（1
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
一
一
－
ア
A

生
穂
波
ヲ
加
ヘ
タ
て
セ
ノ
ガ
最
小
ニ
シ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
柔
掠
液
。
上
澄

液
。
三
十
分
蓑
滅
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
y
、
三
十
分
柔
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
y
b
r
o
y
ノ
佐
A

一
三
。
一
七
。
二
一
。
二
八
。
二
九

二
シ
ア
、

y
ノ
比

A
7
・
一
二
ニ
了
・
一
土
つ
了
・
二
・
一
五
・
・
二
・
二
三
＠
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A
一
O
八
ナ

y
。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
指
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
ト
百
二
十
分
柔
減
液
。
上
澄

液
。
三
十
分
柔
減
液
ノ
順
ュ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
漏
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
モ
ノ
ガ
最
大
ナ
司
ノ
キ

o
y
ノ
佐
A

七

。

一

O
。

ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
四
二
了
・
一
・
四
三
：
一
了
・
二
・
八
六
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
二
ハ
一
ナ
リ
ノ
。

一O
。

一
四
。
ニ

O
－一

（
3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
質
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
貫
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
V

ノ
抗
原
種
ヲ
用
キ
タ
Y

モ

ノ
－
一
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－二

O
八
割
到
六
一
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7七
七
：
一
ナ
η
ノ。

（
ロ
）
各
抗
原
量
0
・
五
蛇
ヲ
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
使
用
ジ
ア
ノ
検
査
－
一
一
プ
A

生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
ご
ざ
プ
、
衣
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
減
液
。

上
溶
液
。
三
十
分
業
減
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
P
J
二
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
o
y
ノ
値
A

一
六
。
一
七
。
二
六
。
三
三
。

著〕

第

六

巻

F『

原

青

柳

一
四
六

〈
第
六
時
抗

四
一
）



第

六

傘

F可

原

箸
』4

青

柳

一
四
六

（
第
六
時
抗

四
二
）

三
五
ニ
ジ
ア
、

y
ノ
比
A

一
：
一
・

O
六
：
一
・
六
ゴ
了
・
二
・

O
六
：
二
・
一
九
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

二
一
七
ニ
シ
ア
、
抗
原
量
0
・
二
括
ヲ

使
用
ジ
タ
Y
際
ノ
値
一

O
八
ヨ
リ
モ
大
ナ
η
ノ。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
検
査
－
一
ア
A

生
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ガ
最
小
？
で
プ
、
次
デ
食
盤
水
。
百
二
十
分
柔
滅
液
。

上
崎
被
ト
三
十
分
柔
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
ノ
、
上
澄
液
ト
三
十
分
業
繍
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

七
一

ニ
ジ
ア
、
抗
原
量

0
・
二
括
ヲ
使
用
ジ
b
y
y

際
ノ
値
ム
ハ
一
ヨ

y
モ
大
ナ
η
ノキ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
質
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
貫
験
結
果
－
一
比
ジ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
キ
タ
Y

モ

ノ
ニ
於
ア
モ
常
ュ
大
ナ

y
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
二
就
ア
観
Y

－
二
二
七
割
七
一
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7七
九
：
一
ナ

7
0

会
一
）
「
喰
」
ト
「
商
L

ト
ノ
和
即
チ
喰
繭
子
「
子
L

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
二
括
使
用
ジ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
－
ア
ノ
検
査
一
一
於
－
プ
A

生
総
液
ヲ
加
ヘ
タ
グ
モ
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
衣
デ
食
盤
水
。
百
二
十
分
業
浦
被
。
上

段
液
。
三
十
分
蓑
憾
液
ノ
順
一
－
一
大
ト
ナ
リ
ノ
、
三
十
分
業
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
ソ
キ
。

y
ノ
値
A

二
回
。
三
三
。
四
二
。
五
三
。
五

七
ニ
ジ
テ
、
ソ
ノ
比

A
7
・
一
・
三
八
：
了
七
五
：
二
・
二
了
・
二
・
三
八
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
線
和

A
二
O
九
ナ
リ
。

（
2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
一
於
ア
A

生
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
ニ
ジ
ア
、
衣
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
柔
漏
液
。
上

段
液
。
三
十
分
裳
摘
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
二
二
十
分
業
繍
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ

o
y
ノ
値
A

一
三
。
一
九
。
二

O
。
二
六
。
三

九
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
7
四
六
：
一
・
五
四
：
一
了
・
三
。
一此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
一
一
七
ナ

y
。

（
3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
質
験
結
果
－
一
比
ジ
、
何
レ
ノ
抗
原
穣
ヲ
用
ヰ
タ
グ
’
モ

ノ
ニ
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ

y
キ
。
「
子
」
ノ
飽
和
－
一
就
－
プ
親
Y

－一一一

O
九
割
一
一
七
二
ジ
ア
ソ
ノ
比
A

一
・
七
九
：
一
ナ

y
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
0
・
玉
括
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
－
一
4
7
A
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
M
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
夫
デ
食
瞳
水
。
百
二
十
分
業
漉
液
。
上
減



液
。
三
十
分
業
櫨
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
繍
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y
モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ツ
ノ
値
A

二
九
。
三
三
む
四
七
。
六
三
。
六
九

ニ
ジ
－
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
一
・
一
四
：
一
工
つ
了
・
二
・
一
七
：
二
・
三
人
。
此
ノ
際
「
子
L

ノ
総
和
三
一
四
一
ニ
シ
ア
抗
原
量

0
・
五
耗
ヲ
使
用

シ
タ
Y
際
ノ
「
子
」
ノ
線
和
二

O
九
ヨ
η
ノ
モ
大
ナ

y
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用

T
プ
ノ
検
査
－
一
4
7
A
生
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
シ
ア
、
次
デ
食
盟
水
。
百
二
十
分
業
鴻
液
。
上

波
液
。
三
十
分
業
猪
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
瀦
液
ア
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
ノ
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
七
u

一
九
。
二
八
。
三
三
。
三

六
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比
月
一
：

7
ご
て
・
了
六
五
：
一
・
九
四
：
二
・
一
二
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
線
和
A

一
一
二
三
ニ
シ
－
プ
抗
原
量

0
・
二
括
ヲ
使

用
シ
タ
Y
際
ノ
値
一
一
七
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
賓
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
以
－
ア
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
キ
タ
Y
毛

ノ
－
一
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ
可
ノ
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
一
一
四
一
費
二
三
二
一
一
シ
ア
、

y
ノ
比
A

一
・
八
了
・
一
ナ
リ
－
。

輪

第

四

黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ヨ

y
ノ
各
抗
原
液

0
・
五
耗
宛
ヲ
加
ヘ
タ

Y

腸
窒
扶
斯
菌
液
及
ピ
同
抗
原
液

7
0耗
宛
ヲ
加
ヘ
タ
Y

腸
窒
扶
斯
菌
液
ア

用
キ
ア
同
一
海
軍
、
腹
水
ヨ

y
符
タ
Y
白
血
球
ヲ
以
ア
ジ
ア
ノ
貫
験
結
果
A

第
四
表
及
ピ
第
十
周
ヨ

y
第
十
二
闘
迄
－
一
示
ス
ガ
知
シ
。
本
質
駿

－一於－ア
A

非
働
性
腸
窒
扶
斯
菌
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
セ
9
0

賓所
括

（
一
）
現
ニ
細
商
ヲ
包
喰
シ
ッ
、
ア
Y
喰
細
胞
一
敷
「
喰
」

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
五
耗
ア
使
用
セ
ジ
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
系
兎
血
清
ア
以
一
プ
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
滅
液
及
ピ
食
酪
水
ァ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ガ
同
一
ニ
シ
－
プ
最
小
0

・
次
デ
百
二
十
分
業
協

液
。
上
減
液
Q

三
十
分
業
菰
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
漉
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o

y
ノ
値
λ

九
。
九
。
二
一
リ
一
七
U

二
六
ニ
シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
：
了
三
三
：
一
・
八
九
：
一
了
八
九
υ

此
ノ
際
「
喰
」
ノ
線
和
A

七
三
ナ
リ
。

見

概

＿，、

第

六

巻

F『
原

著、.... 

青

柳

一
四
六

（
第
六
時
蜘

問

、、J



（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
検
査
一
一
ア
A

生
掠
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
次
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
実
践
液
。
上
前
被
U

三
十
分
柔
減
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
浦
被
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

五
。
七
。
八
。
一
一
。
一
四
ユ
ジ
ア
、
ソ

ノ
比
ハ

7
・
7
四
：
一
・
六
：
一
了
一
一
：
ニ
・
八
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

四
五
ナ

9
0

（
コ
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
d

プ
ノ
貿
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
質
験
結
果
ニ
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
楠
ヲ
用
キ
タ
Y
毛

ノ
ニ
於
－
ア
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
－
ア
観
Y

ニ
七
三
割
四
五
－
一
ぞ
プ
、

y
ノ
比
A

一
工
つ
了
・
一
ナ
ソ
。

（
ロ
）
各
抗
原
量
一
・

O
括
ヲ
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
4

プ
ノ
検
査
－
一
ア
コ
生
鴻
液
及
ピ
食
腫
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
・
次
デ
百
二
十
分
奨
磁
波
。

上
的
被
。
二
一
十
分
業
減
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
滅
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
。
九
。

第
六
品
位

叫
四
国
幽
閉
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話
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町
活
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「
「
一
皆
、
ロ
応
援
守
ヨ
U
M回
れ
冗
J
U
F

同
両
市
開
出
口
創
出
湾
染
殴
除
刻
現
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勝窒挟i析菌IP食菌作用ニ及ボス黄色葡碕状球
菌生・煮雨II~＜液0・五及ピー・0施影響（喰）

I一一一一非働l主勝・窒・菌免疫家兎血清＋
黄・葡j・菌抗原液0,5c<!!n

ド 一一非働性健常家見血清十
I一一一一非働性麟・窒・菌免疫家兎血清＋

黄・葡・菌抗原液I,Qc:m

](I一一一ー非働性健常家兎血清＋
（第十一・十二！箇準之）

＇で ι砂ー

第＋園

且a

喰 ro
細
胞
敷

N 

E者
M
F
F
一

腸窒扶新菌／喰菌作用＝及ボス黄色葡菌吠球
菌生・煮雨i慮液0・五兇及ビー・0施ノ影響（菌）

値
七
三
ヨ
リ
モ
小
ナ
ソ
キ
。

可・甲ハ・
］｛回。、

同
・
同

ω
D
、

出

第＋ー園

一詔一
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H
j
h

・

∞。、

腸事扶斯｝早jI日食菌作用＝及ボス黄色葡萄状球
菌生・煮雨泌液0・五路及ビー・OJ!'tノ影響（子

リ

F
F

司
同
ハ
－

H
Uご、

一一一一－( D炉円
（ ι・
）・

、日
〆唱

町
内
匂
・

r• 
( 0 

寺。

喰~·
~j 
子／0
敬
↑ o 

~ 
'/. 

N
M・

0
 

30 

Aν ，J 
被
喰
商
数
f

＝当

司

第＋ニ園

so 

ニ
ジ
－
プ
、

ソ
ノ
比
A

一
：
一
：
－
－
一
一
二
一
一
：
一
－
五
六
：
｝
一
－

一
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
二
ハ
三
ユ
シ
ア
、
抗
原
量

0
・
五
括
加
ヘ
タ
Y
際
ノ

（

2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
7
ノ
検
査
－
一
－
7
A
生
鴻
液
ヲ
加
へ
b
y
y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
衣
デ
食
臆
水
。
上
減
阿
波
。
百
二
十
分
業
協
液
。

三
十
分
業
漉
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
η
ノ
、
三
十
分
業
櫨
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

9
キ
。
ソ
ノ
値
A

玉
。
七
。
八
。
二
一
。
二
ハ
ニ
シ
－
プ
、
ソ

ノ
比
A

一
：
了
四
：
一
・
六
：
二
・
四
：
三
・
二
。
此
ノ
際
「
喰
」
ノ
総
和
A

四
八
ニ
シ
ア
、
抗
原
量

0
・
五
括
ヲ
用
ヰ
タ

Y
際
ノ
値
四
五
ヨ
リ

モ
大
ナ

y
。

（

3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
用
ヰ
ア
ノ
官
験
結
果
ニ
比
シ
、
百
二
十
分
柔
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ

第

六

巻

F「

原

著
w 

青

柳

一
四
六
五

〈
第
六
競

四
五
）



第

六

巻

F『

原

著
、」

正且

円

柳

一
凹
六
六

（
第
六
時
伽

四
六
）

M
Y

モ
ノ
ガ
同
一
ナ
ソ
シ
以
外
、
他
ノ
何
V

ノ
抗
原
種
ヲ
用
キ
タ
Y
モ
ノ
ュ
於
ア
モ
常
二
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
喰
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
概
U
Y

ニ
六
三
割
問

八
一
一
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
二
二
一
：
一
ナ
9
0

（
二
）
現
ニ
喰
細
胞
－
一
一
蹴
取
セ
ラ
レ
居
Y
菌
健
ノ
敷
郎
被
喰
菌
敷
「
蘭
」
..＞、

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
五
托
ヲ
使
用
ジ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
7

A
生
漏
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
夫
デ
食
胸
水
。
百
二
十
分
費
減
液
。
上
限

液
。
三
十
分
業
鴻
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
実
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y
モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
J

キ
o
y
ノ
値
A

九
。
一

O
。
二
一
υ

二
O
J
三
四
ニ

シ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
一
一
：
一
・
コ
ヲ
了
・
二
・
二
二
・
・
一
一
了
七
八
。
「
菌
」
ノ
総
和
A

八
五
ナ
ソ
。

（2
）
非
働
性
健
常
誕
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
－
一
－
プ
A

生
櫨
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
失
デ
食
盤
水
。
百
二
十
分
業
総
液
。
上
澄

波
。
三
十
分
美
濃
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ

y
J二
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

五
。
八
。
一

O
。
一
一
。
一
七
－
一
シ

ァ
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
六
・
二
了
・
二
・
二
：
三
・
四
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
線
和
A

五
一
ナ

y
d

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
ノ
質
験
結
果
ユ
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
棉
ヲ
用
ヰ
タ
Y

毛

ノ
ニ
於
－
プ
モ
常
ニ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
一
八
五
割
五
一
ニ
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

一
・
六
七
：
一
ナ
η
ノ。

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ
一
・

O
括
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
検
査
一
ア
A

生
施
液
ア
加
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ガ
最
小
一
一
シ
ア
、
衣
デ
食
臨
水
。
百
二
十
分
業
減
波
。
上
段

液
。
三
十
分
業
減
液
ノ
順
二
大
ト
ナ
9
、
三
十
分
煮
描
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

九
。
一

O
。
一
四
。
一
六
。
二
四
一
一

シ
ア
、
ソ
ノ
比

A
7・
7
一
一
：
了
五
六
：
了
七
八
：
一
了
六
七
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和

A七
三
－
一
シ
ア
抗
原
量

0
・
五
蛇
ヲ
使
用
シ
グ

U
Y

際
ノ
位
八
五
ヨ
リ
ノ
モ
小
ナ
η
ノ。

（

2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
ニ
ア
A

生
櫨
液
7
加
へ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
－
一
ジ
ア
、
・
究
デ
食
臨
脱
水
ト
上
被
液
リ
百
二
十
分
業
減

液
ω

二
一
十
分
業
捕
液
ノ
順
二
大
ト
ナ

y
Jニ
十
分
業
櫨
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
リ
キ
。
ソ
ノ
値
A

五
u

八
。
八
。

一
四
リ

一
八
ニ
ジ
－
Y



一
：
一
エ
ハ
：
了
六
：
二
・
八
：
三
・
六
。
此
ノ
際
「
菌
」
ノ
総
和
A

玉
＝
て
一
ジ
ア
、
抗
原
量

0
・
五
施
ヲ
使
用
ジ
タ
Y
際
ノ
値
五

一

ヨ
リ
モ
大
ナ
η
ノ。

（3
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ア
以
ア
ノ
貫
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
賓
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
ヰ
タ
w
y

モ

ノ
ニ
於
－
プ
毛
常
ニ
大
ナ
ソ
キ
。
「
菌
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

日
一
七
三
劃
五
三
－
一
ジ
ア
、
ソ
ノ
比
A

了
三
八
：
一
ナ
9
0

ソ
ノ
比
A

3
3
「
喰
」
ト
「
菌
」
ト
ノ
和
郎
喰
菌
子
「
子
L

（
イ
）
各
抗
原
量

0
・
五
托
ァ
使
用
ジ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
ア
A

生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
戸
モ
ノ
ガ
最
小
。
次
デ
食
盤
水
。
百
二
十
分
業
協
液
。
上
被
液
。

三
十
分
業
総
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ

y
、
三
十
分
業
掠
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
o

y
ノ
値
A

一
入
。
一
九
。
二
四
。
三
七
。
六

O
ニ
シ

ァ
、
ソ
ノ
比

A
7・
7
0
六
：
了
一
二
三
・
・
二
・

O
六
：
三
ニ
ニ
三
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和

A
一
五
九
ナ
リ
。

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
／
検
査
－
一
－
プ
A

生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
衣
デ
食
盤
水
。
百
二
十
分
柔
掠
液
。
上
常
液
。

三
十
分
案
滅
液
ノ
順
ニ
大
ト
ナ
ソ
、
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ

y
キ
。
ソ
ノ
値
A

一
O
。
一
五
。
一
八
。
二
一
一
。
ゴ
二
－
一
シ

ァ
、
ツ
ノ
比
A

了
・
一
・
五
：
一
・
八
：
二
・
ニ
：
三
・
一
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

九
六
ナ
リ
。

（3
）
非
働
性
兎
疫
家
兎
血
清
ヲ
使
用
シ
ア
ノ
質
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
貫
験
結
果
－
一
比
シ
、
何
レ
ノ
抗
原
種
ア
用
ヰ
タ

M
Y

毛
ノ
ニ
於
ア
モ
常
ニ
大
ナ

y
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
ア
観
Y

－
二
五
八
封
九
六
－
一
シ
ア
、
y
f
比
A

一
・
六
五
：
一
ナ

y
。

／、

（
ロ
）
各
抗
原
量
ヲ
一
・

C
括
使
用
シ
タ
Y
場
合

（1
）
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
Y
ノ
検
査
－
一
ア
A

生
鴻
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
次
J

ア
食
盤
水
。
百
二
十
分
実
施
液
。
上
澄
液
。

三
十
分
実
施
液
ノ
順
－
一
大
ト
ナ
リ
ノ
二
ニ
十
分
業
捕
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
n
y
キ
o

y
ノ
値
A

一
入
。
一
九
。
二
六
。
三

O
。
四
一ニ
＝
シ

ァ
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・

O
六
：
一
・
四
四
；
一
・
六
七
：
一
了
三
九
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
A

一
三
ム
ハ
ニ
ジ
ァ
、
抗
原
量
0
・
玉
耗
ヲ
用
ヰ
タ

y
際
ノ
値
一
五
九
ヨ
リ
ノ
子
小
ナ

y
。

第
六
品
位

「可

原

箸..... 

背

柳

一
四
六
七

〈
第
六
披

四
七
）



第

六

巻

r-‘ 原
著..... 

青

柳

一
四
六
八

（
第
六
時
刷

四
八
）

（2
）
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
検
査
一
一
－
プ
A

生
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
小
。
・
究
J

ア
食
盟
水
。
上
被
液
ω

百
二
十
分
業
減
液
。

三
十
分
柔
滅
液
ノ
順
一
一
大
ト
ナ
リ
、
三
十
分
業
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ナ
η
ノキ
o
y
y
値
A

一
O
。
一
五
。
二
ハ
。
二
六
υ

三
四
ニ
シ

ァ
、
ソ
ノ
比
A

一
：
一
・
五
：
一
・
六
・
・
二
・
六
：
三
・
四
。
此
ノ
際
「
子
」
ノ
総
和
ム
一

O
一
ニ
シ
ア
‘
抗
原
量

0
・
五
括
ヲ
使
用
シ
タ
Y
際
ノ

伍
九
六
ヨ

y
モ
大
ナ
リ
キ
。

（3
）
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
買
験
結
果
A

非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
貰
験
結
果
一
一
比
シ
、
百
二
十
分
柔
瀦
液
ヲ
加
ヘ
タ

y

モ
ノ
ガ
同
一
ナ

y
シ
以
外
、
他
ノ
何
レ
ノ
抗
原
種
ヲ
用
ヰ
タ

Y
モ
ノ
ニ
於
ュ
ノ
モ
常
一
一
大
ナ
η
ノ
キ
。
「
子
」
ノ
総
和
－
一
就
－
プ
観
Y

－
二
三
六
割
一

O
一
ニ
ジ
ア
、

y
ノ
比
A

一
・
三
五
：
一
ナ

y
。

所
見
線
括
提
エ
討
究
者
察

質
駿
第
一
、
第
二
ノ
結
果
ヲ
総
括
ジ
ア
第
五
表
及
ピ
第
十
三
国
ヨ
η
ノ
第
十
五
闘
ア
得
、
又
質
験
第
三
、
第
四
ノ
結
果
ヲ
総
括
シ
ア
、
第
六
表

及
ピ
第
十
六
同
ヨ
ソ
第
十
八
悶
ヲ
得
タ
リ
。

印
チ
同
一
雨
種
ヨ

y
ノ
抗
原
量
ァ

0
・二、

0
・五、

7
0蛇
ノ
三
段
一
一
麗
化
サ
ノ
セ
ア
、
二
回
二
一
分
チ
行
へ

Y
賀
験
結
果
ヲ
同
一
海
底
腹
水

ヨ
y
ノ
白
血
球
液
ア
用
ヰ
ア
、
同
一
回
二
行
へ

Y
結
果
一
一
換
算
ジ
得
b
y
y

モ
ノ
ナ

y
。

余
等
A

此
等
所
見
ヨ
ソ
衣
ノ
事
質
ヲ
認
識
ス
ペ
キ
ナ

y
。

（
一
）
試
験
管
・
内
喰
菌
作
用
ア
標
示
ス
J

、
キ
モ
ノ
、
代
表
ナ
Y
喰
菌
手
数
一
一
就
一
プ
観
Y

ニ
、
非
働
性
黄
色
葡
萄
眼
球
関
免
疫
家
兎
血
清
誼
二
腸

窒
扶
斯
商
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
営
該
仲
間
へ
ノ
喰
焼
作
用
及
ピ
封
照
ト
ジ
ア
、
此
等
ノ
賓
駿
－
一
併
試
セ

Y
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ア
以
－
プ
ノ
質

験
結
果
A

異
名
雨
ヨ

y
ノ
三
十
分
業
協
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ガ
最
大
ニ
シ
ァ
、
生
鴻
液
ヲ
加
へ
h
p
y

壬
ノ
ト
ノ
間
ニ
A

格
段
ノ
差
ア
η
ノ。

即
チ
生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
A

食
関
水
ヲ
加
ヘ
タ
wy

モ
ノ
、
結
果
ヨ

y
少
ジ
グ
大
－
一
ナ
Y
カ
、
或
A

ソ
レ
ニ
モ
劣

y
－
プ
最
下
位
タ

y
。
更

ニ
金
賀
験
ヲ
通
ジ
、
百
二
十
分
養
液
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
A

大
韓
－
一
於
ア
上
澄
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
ヨ

y
モ
小
ナ
リ
ノ
。
郎
チ
喰
商
現
象
－
一
影
響

ス
Y
能
力
ノ
大
小
順
ヲ
一
不
セ
バ
、
大
略
三
十
分
業
協
液
。
上
澄
液
。
百
二
十
分
業
櫨
液
。
食
瞳
水
。
生
漏
液
ノ
順
ト
ナ
U
Y

ナ
9
0
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抗原量 0,2 0,5 1,0 

I Z'.N. I N'.F.問問＼NaClI総和IZ'.N. i判官同INaCl同IZ'.N.1 N'.F.同l~f-FI一
1: I : I ~： I :: I 1: I :: I : I 1: I :: I ~： I 1: I 1:; I :: l : I :: I :: I 1: I : 

抗原種

喰

菌

免

健

一

免

健
23 

10 

14 

10 

25 

14 

I!) 

12 

13 

6 

88 

47 

33 

13 
。
hM

円
d

噌
』

A 53 

16 

25 

15 

22 

10 

O
O
A
w
u
 

d
告

旬

A

，b
v
D
 

16 

18 

8 

5 

子 I: I ~~ 46 

27 

35 

24 

自
明
d
曹

司

E
A

g
e
n
u
 

－
 

ー

を
d

守

i

。

，

釘

旬

A

58 

23 
’a
a
a
z
 

a守
ハ
リ

0
4

噌

i

管
。
噌
よ

0
4

噌

i

n
o
o
E
 

凋“
Z

Q

A

O

’u
n
x
u
 

O
B
O
A
 

4
4
4
 

0
4

唱

i

38 

20 

11 

11 

85 

30 

28 

30 
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抗原量

抗原 語

喰

I o,-5 －－~ 1,0 
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喰
蘭
子
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ヲ
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ

以
ア
ノ

y
v
ニ
比
較
ス
レ
バ
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第
二
質
験
－
一
於
－
プ
生
滅
液
ヲ

7
0括
用
ヰ
タ
u
y

際
及
ピ
第
四

質
験
－
一
一
炉
、
ァ
百
二
十
分
業
穂
波
ヲ

7
0括
用
ヰ
タ
Y
際
－
二
致
シ
タ

Y

以
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ノ
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何
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シ
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際
ノ
喰
繭
子
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常
－
一
前
者
－
一
一
於
ケ
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ヨ
y
モ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
印
チ
加
ヘ
タ
Y
抗
原
量
ノ
増

大
－
二
致
連
行
ジ
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試
験
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内
喰
蘭
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用
モ
亦
タ
増
強
セ
ラ
レ
タ
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－
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－
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－
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－
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ニ
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ナ
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原
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行
シ
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試
験
管
内
喰
菌
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減
弱
セ
ラ
レ
タ
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。

然
－
フ
バ
此
等
ノ
所
見
A

如
何
－
一
シ
e

プ
生
ジ
タ
山
戸
モ
ノ
ナ
Y
ヵ
。
余
等
ガ
質
駿
材

料
ト
シ
ア
使
用
セ

y
、
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
及
ピ
腸
窒
扶
期
菌
ノ
上
澄
液
、
生
浦

被
、
三
十
分
業
減
液
・
百
二
十
分
業
捕
液
・
7
吟
味
ス

Y

－
一
、
上
波
液
－
一
A

抗
原

性
能
働
力
ア
有
ス

Y
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質
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イ
ム
ペ
ヂ
ン
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ヲ
合
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ノ
生
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中

二
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一
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有
デ
レ
h
F
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抗
原
性
物
質
ノ
一
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ガ
陶
土
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－
一
吸
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セ
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フ
レ
ア
、
ソ
ノ
合
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イ
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ヂ
ン
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ナ
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－
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－
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櫨
液
中
ニ
A

此
ノ
抗
原
性
物
質
ノ
一
部
毛
亦
b
y

破
却
セ
ラ
レ
、

y
ノ
抗
原
性
能
働
力
モ
亦
タ
減
弱
シ
居
Y

モ
ノ
ナ
ク
。

以
上
ノ
事
質
士
院
ニ
余
等
ガ
数
室
－
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－
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－
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又
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
存
在
ア
認
識
シ
得
ズ
ジ
ア
、
只
反
劃
ヲ
事
ト
セ
ン
ト
ス

Y
ノ
徒
在
η
ノ
ア
「
生
滅
液
ヲ
加

ヘ
タ

Y
モ
ノ
ガ
煮
縮
小
欣
ヲ
加
ヘ
タ
M
Y

毛
ノ
ヨ
リ
ノ
モ
ソ
ノ
喰
菌
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決
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協
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抗
原
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ガ
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原
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甲
一
劣
y
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Y
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Y
モ
ノ
ユ
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ナ
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ン
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Y
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第
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－
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－
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ノ
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モ
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U
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菌
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－
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－
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ロ
ピ
シ
」
合
有
ノ
有
無
ヨ
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非
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性
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疫
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健
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－
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A
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得
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後
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－
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濁
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膳
（
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E
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－
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Y
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在
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ガ
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Y
試
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菌
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検
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－
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細
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ガ
菌
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食
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ス

Y
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ア
、
該
菌
－
一
封
ス

Y
抗
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合
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ス
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ト

ロ
ピ
ン
ヲ
合
ム
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加
ヘ
タ
U
Y

毛
ノ
・
喰
菌
作
用

A
E
R
R
補
鰐
結
合
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臆
－
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ス
ペ
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、
何
物
モ
合
マ
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Y
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加
ヘ
ア
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喰
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A
u
n
R
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健
結
合
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膳
一
一
比
ス
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、
而
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R
R
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ナ
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
故
－
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、
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ト
ロ
ピ
ン
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ヲ
合
メ
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毛
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ァ

以
ア
ノ
結
果
A

合
マ
ザ
Y

モ
ノ
ヲ
以
ア
ノ
結
果
ヨ
リ
ノ
常
－
一
大
ナ
Y
ペ
キ
ナ
9
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只
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
ノ
検
査
－
一
ア
モ
、
生
・
煮
雨
鴻
彼
ノ
影
響
ヲ
受
ク

Y
A
第
一
報
－
一
－
プ
論
ゼ

Y
如
ク
、
海
旗
腹
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中
へ
ノ
惨

出
液
－
一
存
在
ス

Y

「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
ノ
呈
ス

Y

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ト
理
解
ス
可
キ
ナ
ソ
ο

夏
二
余
等
A

ノ
所
見
ノ
由
ヅ
ア
来
Y
所
ヲ
考
察
セ
ン
u

凡
ア
抗
原
被
－
一
A

抗
原
性
能
働
力
ト
同
時
－
一
毒
力
ヲ
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
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両
者
A

或
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行
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Y
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科
角
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上
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連
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V

バ
、
毒
力
優

y
－
プ
抗
原
性
能
働
力
A

減
弱
ス

Y

モ
ノ
ナ
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等
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－
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ヨ
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五
括
－
一
獲
化
シ
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O
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シ
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繭
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レ
ニ
運
行
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増
加
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然
Y

4
抗
原
量
ァ

0
・
五
詫
ヨ
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一・

O
括
－
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援
化
（
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一
一
。
第
四
質
験
）
シ
タ
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－
二
・

O
括
ヲ
用

ヰ
ク

y
t
t
ノ
、
喰
菌
子
ガ
小
ト
ナ
リ
ノ
タ

y
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（
三
）
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四
）

余
等
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使
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セ

Y
賓
験
材
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－
一
－
7
A
抗
原
量
了

O
蛇
ζ

至
レ
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ノ
毒
カ
ガ
杭
原
性
能
働
カ
ヲ
凌
駕
シ
タ
Y
ナ
9
0
斯
ク
ア
（
一
一
一
）
ノ
所
見

A
上
行
位
相
ニ
於
ケ

Y
貫
験
結
果
－
一
シ
－
プ
、
（
四
）
ノ
所
見

A
下
行
位
相
ニ
於
ヶ
Y
賞
験
結
果
ナ

y
。
叉
、
余
等

A
斯
ク
南
行
位
相
自
一
一
日
一

y
－プ

検
査
し
V

、
抗
原
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ノ
如
何
－
一
関
－
ブ
ズ
生
協
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ア
加
ヘ
ア
ノ
試
験
管
内
喰
菌
作
用
A

業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
ア
ノ
喰
菌
作
用
－
一
劣
Y
事
ヲ
立
諾
ジ
タ
Y
ナ

第
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著
l....,j 
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柳
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シ
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ノ
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y
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・
次
第
ナ

9
0

故
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一
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、
試
験
管
内
ノ
喰
菌
作
用
ヲ
指
標
ト
シ
ア
、
逆
－
一
抗
原
性
能
働
力
ア
判
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セ
ン
ト
ス

Y

二
月
、
或
程
度
迄
ノ
抗
原
量
（
余
等
ノ
場
合

－一於－ア

A
0
・
五
括
）
内
－
一
ア
意
義
ァ
有
ス

Y

モ
ノ
ナ
Y
可
ク
、
更
－
一
喰
菌
作
用
ヲ
旺
盛
ナ
ラ
シ
メ
ン
ト
シ
ア
、
無
悶
－
一
抗
原
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注
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ス

Y
ノ

不
可
ナ
Y
事
ヲ
モ
知

y
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Y
ナ

y
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多
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0

或
A
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疫
元
量
ヲ
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業
ノ
際
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二
免
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結
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ノ
小
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Y

ヲ
概
－
プ
以
ア
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チ
ニ
兎
疫
元
材
料
ノ
免
疫
刊
性
能
働
力
ヲ
小
ナ
ク

ト
決
定
ス
y
d
N

如
キ
者
モ
ア
リ
。
此
等
A

何
V

モ
畢
術
的
立
読
方
法
ノ
何
タ
M
Y

カ
ヲ
理
解
シ
居
ザ
Y
者
ト
謂
フ
ペ
キ
ナ

y
。

結

論

一
、
試
験
管
内
ニ
ア
行
へ

Y
黄
色
葡
萄
蹴
球
菌
ニ
依
Y
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
ア
黄
色
仙
荷
蹴
球
菌
へ
ノ
貧
喰
作
用
ヲ
検
査
ス

Y

－一

営

y
、
腸
窒
挟
斯
菌
ノ
生
滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
Y

モ
f

A

同
三
十
分
業
描
液
ア
加
ヘ
タ
Y

モ
ノ
ヨ
リ
ノ
蓬
－
一
ソ
ノ
結
果
劣
勢
ナ
叶
ノ
キ
。

二
、
同
ジ
ク
腸
窒
扶
斯
菌
ニ
一
依
Y
非
働
性
免
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
針
腸
室
扶
斯
菌
貧
喰
作
用
ヲ
検
査
ス

Y

二官岡山
y
、
黄
色
葡
萄
航
球
菌
ノ
生

滅
液
ヲ
加
ヘ
タ
M
Y

モ
ノ
A

同
三
十
分
業
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
二
浩
二
及
バ
ザ
η
ノ
キ
。

三
、
卸
チ
「
ト
ロ
ピ
ン
」
作
用
A

異
名
菌
ノ
生
・
煮
雨
滅
液
－
一
一
依

y
－
プ
、
影
響
ヲ
変
ム

Y

モ
ノ
ナ
戸
事
ガ
立
誼
セ
一
ブ
レ
タ
リ
ノ
。
之
レ
「
ト
ロ

ピ
ン
」
作
用
－
一
毛
亦
タ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ノ
存
在
ス

Y
事
ヲ
椛
読
し
v
、
叉
、
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ニ
A

種
族
特
異
性
ノ
無
キ
事
ヲ
示
シ
得
タ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

四
、
「
ト
ロ
ピ
ン
」
ヲ
合
マ
ザ
Y
非
働
性
健
常
家
兎
血
清
ヲ
以
－
ア
劃
黄
色
葡
萄
賊
球
菌
及
ピ
封
勝
窒
扶
斯
菌
貨
喰
作
用
ヲ
検
シ
タ
M
Y

ニ常－一

該
菌
ノ
「
ト
ロ
ピ
ン
L

ヲ
合
ム
非
働
性
見
疫
家
兎
血
清
ヲ
以
－
プ
ノ
食
喰
作
用
ヨ
リ
モ
小
ナ

y
。

玉
、
健
常
海
痕
腹
腔
中
－
一
中
性
肉
汁
ヲ
注
射
シ
タ
Y
際
該
液
中
ニ
混
在
シ
・
来
Y
港
出
液
内
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
作
用
モ
亦
夕
、
黄
色
葡
萄
蹴
球

菌
或
A

腸
窒
扶
斯
菌
ノ
生
・
業
南
波
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
影
響
ヲ
受
ク

Y

モ
ノ
ナ

y
。
印
チ
生
鴻
液
ヲ
加
ヘ
タ
U
Y

モ
ノ
、
喰
菌
作
用
A

同
三
十
分
業
浦
被
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e
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~ 4< ~ 【魁抑】 刊E E主 I E・.¥-14( （総4（室長

gerichtcten Tropin. Uじberdie Ergebni討をに der Versuchc geben olgende T1bel~e I und II Aufschluss. 

Tab. I. 

j ¥lじll
λt；主ns/ Ant】gc旧 iT' I K 

χ.N. I 53 I 26 
N.F. I 24 I 13 

I F. K. 30'. i 57 i 3り
F.K. 120' I 42 I 20 

NaCl j 33 I 19 
Summe I 209 I II7 

Z.N. 63 33 

N.F. 2り 17 

0,5 
F.K. 3o' 69 36 

F.K. 1201 47 28 

NaCl 3，、3，、 19 

Sum me 241 133 

χ.N. 51 24 

N.F. 2り 17 

I,O 
F.l三.30' 50 40 

F.K. 120' 51 39 

NaCl 33 l(J 

Summe 214 r39 

T' =Befund beim gegen Typhusbcizillcn 

gerichteten Tropin. 

K =Befund beim inal、ti、iertenSerum 
eines normalen Kanmchじns.

Tab. II. 

〉、I町】日
Antiυs I ! , 

I Ant Iσ目 lS I ·~ j • ccm I D I l I J、

iγ.N. I 41 I 19 
l¥'.F. 14 IO 

0,2 ｜壬仁K・30' 46 27 

F1.K. 120' 35 24 

l¥aCl 23 I I 

， 三竺竺一日竺ーし三二一
Z1.N. 58 23 

N1.F. 24 14 

0,5 ｜γI王 30' 92 28 

F’.K. 120' 4"i 28 

NaCl 2、、、

J斗Surnmc 243 

Z'.N. 38 20 

N'.F. II II 

1,0 IF仁Iζ・301 85 30 

J<IJ王.120' 28 30 

NaCl 23 II 

Surnrne !ES 102 

T = Defund beim gegen Staphylnl、ぃl、l、仁n
gerichteten Tropin目

K＝＼＼・icbei Tab. I. 

同40



Es hat sich folgendes herausgestellt : 

r) Die Phagozytose war bei den beiden Nativfiltraten eine auffallend sch川 chereals bei den gekochten. 

2) Beim gekochten Filt日tcVOロ einer Staphylokokkenaufschwemmung war die l'hagozytoぽ derTypbusbazillen 

auc h eine viel st孟rkereals beim nativen. 

3) Beim gekochten Filtrate ei 

bedじutendh。herenGrade phagozytiert als beim nativen. 
4) Die Erhohung der Phagozytose, die sich im Phagozytatswert <lokume凶 ert,ging bis zu cinem gewissen Grade 

mit dem Anstieg der Menge der Antigene (Filtrate) Ha吋 inHand. 

s) Der Grad der Steigerung der Phagozytose war jedoch ein kleinerer bei der Antigenmengc von I ,0 ccm als 

bei der von o, 5 ccm. 

Schlusss詰tze

I) Die Impedinerscheinung der in vitro nach＼九reisbarenPhagozytose h旦tmit der Artspezifitit der Mikroben gar 

nid山 zutun. Jedes Nativfiltrat der Mikrobenaufschwemmung besitzt also die Eigenschaft, die Phagozytose der nicht 

our gleichnamigen, sondern auch ungleichnamigen Mikroben bis zu einem gewissen Grade zu hinclern . 

.::i) Die die Phagozytose hir erm ¥Virku 

ei悶 Zeitlangdcr Siede】1itze(10：：＞。C)ausgesetzt werden. Dabei bleibt die die Phagozytose fordernde Eigenschaft der 

Antigene fast intakt. 

3) Die Giftw1比 ungund die Antigenwirkung gehen bei ein und demselben A凶 gen gewissermassen Ha川 in

Hand. ¥Vird jedoch die Me口gedes Antigens i.iber einc gewisse Grenze hinaus erhoht, so wird die Giftwirkung immer 

grosser und dementsprechend die Antigenwirkung immer kleincr, sodass die beiden Eigenschaften ein und desselben 

a1巾genenMaterials immer deutlicher von eina吋erdifferenziert werden ki)nnen. (Autore先日t)

寺院 1< ~ 【医抑】 骨zEき 1 fil+1+1 （総4（告書 同+1)


